
１ １０月の主な町内会活動   [ Okazaki is rich in history and culture. ] 
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２ １０月の町内トピックス 
 

日 時 摘     要 

１０月 １日（木） 事業所の町費集金が始まりました。 

１０月 ３日（土） みんなで歌おうＳＰＥＣＩＡＬ（翌日４日(日)も開催） 

１０月 ４日（日） 連尺学区菅生川を美しくする会             （上に写真掲載） 

１０月１１日（日） 南康生防災隊 １０月定例会が開催されました。 

１０月２５日（日） 町内リサイクル資源回収      

１０月２５日（日） 図上防災訓練（町内会第３回連絡会議）が開催されました。（上に写真掲載） 

１０月３１日（土） ７町・広域連合 １０月会議 
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2020.10.4 連尺学区菅生川を美しくする会 

菅生川は奈良時代には大野郷（大平付近）を

流れていたため大野川と呼ばれ岡崎公園の南で

南下し占部川、矢作古川に接続していました。

１４世紀末に足利将軍家が川を西に掘削し矢作

川と接続させ、その後の岡崎は八丁味噌、三河

木綿、石製品等の舟運により発展しました。 

 

2020.10.25  図上防災訓練 

 今回は防災隊や組長の皆さん等のご出席に

より阪神淡路大震災、東日本大震災と同等の震

度７を想定した図上防災訓練をしました。今後

町内会が充実すべき防災機器、マンションや高

齢者への必要な対応等も意見交換し、日常の住

民交流が大切であることを共有しました。 



３ １１月の行事予定  

日 時 場 所 行    事 

１１月 ８日（日） マルワビル 第３６回 中央緑道検討会議          18:00～19:30 

１１月１４日（土） 籠田公園 
新鮮野菜市                            9:00～15:00 

防災＆キャンプフェア                       10:00～ 

１１月１９日（木） マルワビル 令和２年度第４回役員会           18:00～ 

１１月２２日（日） 
指定場所 

（小雨決行） 

リサイクル資源回収（新聞、チラシ、雑誌、段ボール、牛乳ﾊﾟｯｸ、 

衣類（ビニール袋に梱包））                  7:30～ 8:30 

１１月２９日（日） 市民会館 ７町・広域連合協議会              18:00～ 

４ ご連絡事項 

項  目 摘    要 

南康生ホームページ 

スマートフォン、パソコンで 

いつでもご覧になれます。 

ＱＲコードは右です。 

パソコンからは南康生の様々な 

情報もご覧になれます。

https://minami-kosei.net/ 

５ 町内会のお仕事  （澤田 康生連南代表へのインタビュー） 

 

皆さん、こんにちは。澤田です。今日は東南康生連のご紹介をさせて頂きます。                  

「あ～ｱ 五万な～エ～ 石でもｵよお～！ ヤレヤレ～！ あ～ｱ 岡崎さ様～ﾖ    城のな～エ～下までよお～ 

船があ着くだよ～  ホラ～ホｲ！ ホラ～ホｲ！」・・・この”長持唄”を唄いながら練り込む”長持ち列”が復活

したのは平成1８年の夏祭りみこし列と記憶している。愛・地球博で披露された”篭田町長持ち練り込み保

存会”の長持ち列がそのきっかけとなり、南康生連と東康生連が一つになり「東南康生連」が誕生した。 

同じ旗印である”三つ団子“を法被に記した隣人同士、以前から観光夏祭り花火大会での鉾船神事を共同

で運営していた事もあり、”長持ち連/東南康生連”の結成は両町の結束をさらに強いものにしたと言える。 

現在、乗船花火は三年に一度、その鉾船神事を終えると”東南康生連”の夏は一旦終わる。 船長は三年

間の役を終えて副船長にその任を引き継ぎ、新たな三年間を迎える事になる。東と南の康生連が交互に

船長を輩出しながら”東南康生連”は運営されてゆくのだ。祭礼とは神社に祀られた神様にご奉仕する事、

氏子として祭礼に参加するには相応の負担が発生する。それは時間や金銭的なものだが、十代から八十

代までの仲間がいずれかの負担を背負いながら祭礼に参加している。 みんな実に楽しそうだ。 負荷を

共有しながら祭礼に参加することは”広く社会への奉仕すること”につながり、そんな年代を超えた交流が 

”康生連の絆”をより強固なものにしてきたと実感している。 現在、南康生防災隊のメンバーの多くが菅

生神社を中心に集い活動している”東南康生連”の仲間達である。 


